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片山 美穂 保健医療学部看護学科・講師 1,000千円 

研究課題名 
 

ストレングスモデルを活用した教育効果と関連する波及効果 

研究期間        2021年  6月  1日 ～   2023 年  3月  31日 

研究の概要 

【背景】看護学科の精神保健看護実習ではストレングスモデルを活用している。ストレン

グスモデルは、1990年代にラップらによって提唱された障害者への支援技法（Rapp, A. C.& 

Goscha, J. R., 2006）である。ストレングスモデルは、誰もが持っている「問題と付き合

っていく力」を信じ、当事者自身がなりたい姿に向かっていく「希望」を支援するモデル

である。このストレングスモデルを活用した教育により、地域で生活する当事者への看護

的な支援をより効果的に進めることのできる看護師の養成が期待できる。実際、このモデ

ルの活用を具体化した情報用紙：ストレングスマッピングシートを開発した萱間（2016）

は先駆的に学生教育に適用している。本学科においても開学以来導入している。しかし、

このストレングスモデルを活用しての看護教育は始まったばかりであり、その活用に関す

る研究報告は極めて少ない。 

【目的】ストレングスモデルを教授された学生の学修効果の検討 

【方法】参加者：保健医療学部看護学科 4 年生、方法：研究に同意した参加者に、実習成

績評価公表後にグループ面接を実施する。分析には Grounded Theory Approach を用いた。 

研究の成果 

ストレングスモデルを活用した結果、以下 3 点が明らかとなった。なお、抽出された概

念、コアカテゴリー：【】とサブカテゴリー：≪≫を使用して示す。 

1. ストレングスマッピングシートを当事者理解に活用するプロセス 

学生は≪ストレングスマッピングシートは関係づくりのきっかけ≫として、当事者理解

を進めていた。その結果、≪記録のために義務的に聞く≫あるいは≪夢と希望をしっかり

聞きたい≫のどちらかに至るプロセスを循環していた。学生が当事者のことを知りたいと

考えるようになったカギは【当事者に夢を聞く発想】を持ったことであった。 

2. ストレングスモデルを活用してみたいと考えたきっかけ 

学生は≪ストレングスモデルの考え方を知≫り、精神保健看護実習で初めて実践した。

その後≪ストレングスモデルは使わない≫あるいは≪ストレングスモデルを使いたい≫の

どちらかに至るプロセスを循環していた。学生がストレングスモデルを使ってみたいと考

えたカギは【当事者の夢の実現可能性】を感じたことであった。 

3. ストレングスモデル活用によって学生に起こった変化 

実習開始当初、学生は当事者の≪リスクや問題を探（す）≫していた。しかし実習中、

≪ストレングスマッピングシートでストレングスを発見≫し、一緒に当事者の≪夢の実現

のために行動する≫体験をしていた。さまざまなプロセスを経て≪できないところばかり

見える≫あるいは≪当事者にはできることがいっぱいある≫のどちらかに至るプロセスを

循環していた。当事者理解の変化のカギは、自身の【当事者の見方が変わ（る）】ったと感

じたことであった。学生は当事者の実際の姿と持っていたイメージが違うことに気づき、

夢やしたいことに向かって行動する当事者の姿に、自身の中にある、「当事者はできない」

という思い込みを変化させていた。 

※ 当事者とは、「精神障害を持ちながら地域で暮らしている人」を指す。 

 

看護教育への示唆 

看護教育にストレングスモデルを取り入れることは、“People come first” をより意識

できる看護師養成に繋がることが示唆された。また、学生はこれまで問題解決モデルを適

用した看護支援を学んできた。しかし、慢性疾患を持ちながら地域で生活する当事者にと

って、全ての問題を解決することは難しい。できないことや不足していることを指摘し改

善させる支援モデルの他に、夢や叶えたいことの実現に向けて、当事者の主体的な行動を

支援できる支援モデルを活用することで、当事者支援の幅が広がる可能性が示唆された。 



研究成果発表状況 

【学会発表】 

1. 片山美穂、相上律子、北岡和代: 精神保健看護実習においてストレングスマッピングシ
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研究結果は学会誌に投稿中。 
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